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第１章 全体のまとめ

１ 人口動態の概要

２ 総合戦略（政策パッケージ）の概要

総合戦略では、本市の人口ビジョンに掲げる将来目標人口の実現や総合計画の早期実現に資する取組を加速させる
ほか、人口減少を抑制していくための「抑制戦略」と人口が減少する社会においても市民が快適に暮らし続けられる
ための「適応戦略」を“３つの挑戦（政策パッケージ）”として掲げ取り組んでいる。

挑戦１ 「ふくろい人」人づくりへの挑戦
■GIGAスクール構想に対応した１人１台の学習タブレット端末の整備完了などICT教育環境の

充実をはじめ、幼小中一貫教育や英語教育など時代を先取る取組を推進した。
■地域・学校・産業界等が連携・協働し、高校生と地元事業者が地元企業や中小企業の魅力を

語り合う討論会や、地域の産業や企業の理解を深めるための企業説明会等を実施した。
■東京五輪の開催に向けアイルランドチームの受入等の準備を行ったほか、コロナ禍において

も市民がスポーツや文化芸術に親しむ機会を創出させるための取組に挑戦した。

挑戦２ 「しっかり稼ぐ」しごとづくりへの挑戦
■企業の持続的な成⾧を支援するため、静岡理工科大学、商工団体、金融機関と連携し、産業

イノベーションセンターの開設準備を行ったほか、地域の稼ぐチカラを高めるため最新版の
データを用いた地域経済循環分析を実施した。

■農業の担い手を育成するため、商品開発などの知識や技術を習得する「ふくろい農業未来塾」
を開催したほか、特産品の販路拡大やブランドイメージの向上を図った。

■誘客や滞在時間の増加による観光消費の拡大を目的とした夜の賑わいづくり創出事業や地域
資源を活用したイベントを実施したほか、公共空間を活用した賑わい創出に取り組んだ。

挑戦３ 「支え合い」誰もが活躍するまちづくりへの挑戦
■人口減少と高齢化の進展による公助縮小化においても持続的な発展が可能な地域経営のあり

方に関する調査・研究を行うため「人生100年時代の地域経営のあり方に関する調査研究」
に着手したほか、健康に対する意識や知識を高めるための各種活動を実施した。

■地域コミュニティの維持・活性化に向け、LINE等による情報発信の有効性について検証した
ほか、まちづくり協議会が行う先駆的な取組に対し支援を行った。

■生活オリエンテーション動画の公開など外国人市民への支援を充実させたほか、東京五輪等
を通じて外国文化の理解を深める取組を実施した。

３ 創生会議の意見

評 価

もうひと踏ん張り

評 価

もうひと踏ん張り

評 価

もうひと踏ん張り

（2.7点）

（2.8点）

（2.6点）

よくできました
（5～4.5点）

いい調子です
（4.4～3.5点）

もうひと踏ん張り
（3.4～2.5点）

もっとがんばろう
（2.4～0点）

（１）本市人口は88,144人（Ｒ3.4.1現在）となり、コロナ禍での婚姻・出産控えなどによる出生数の減少や、タイ、
フィリピンなどの東南アジア諸国を中心とした外国人転入者の減少により、人口が前年比で172人減少し、自然・社
会増減ともに減少したものの、人口ビジョンで設定した目標人口推計を上回る水準を維持した。
（２）人口動態は、令和元年も若年女性人口の減少が続き、出生数が前年比で65人減少した一方、子育て世代（30
歳代～40歳代前半）の市外への転出は改善傾向にあるため、引き続き転出の抑制に向けた対策を行っていく。（合計
特殊出生率については、今秋県の公表後整理します）
（３）令和２年国勢調査の人口速報値では、静岡県人口は3,635,220人となり、前回の平成27年調査から65,085人
（1.8％）減少した。前回調査から人口が増加した市町は、本市と菊川市、掛川市、⾧泉町の３市１町のみとなった。

■コロナ禍で会議がオンラインとなり移動時間などが節約されたが、人と人との接点が減り「人間関係が希薄化」し
ている。今後は、オフラインとオンラインを上手に使い分けることが大切になる。

■イベントや対面での販売ができない今、従来のビジネスモデルでは太刀打ちできない。現状を打破するには、失敗
を恐れず、色々模索し、挑戦をし続けていくしかない。

■観光のスタイルが、団体旅行がなくなり、安い・近い・短い+「少人数」+「再び」に変化している。
■ESG投資など倫理観や環境への負荷低減が付加価値を生む社会変化を強く意識した商品開発に取り組むことが必要。
■デジタル社会において、データで「見えるモノ」と「見えないモノ」がある。コロナ禍で地域外資本の飲食店など

は軒並み撤退したが、地元の商店は互いに支え合い地域を守ろうとしている。「このまちで暮らす」（住民として
なにができるか）という感覚が大事。

■子どもの自己肯定感が低いことを危惧している。これからの時代を生き抜くチカラを育む上で幼児期の多様な体験
や本物に触れる機会が、これまで以上に大切になる。

■ DXや人生100年時代の推進には、社内の風土の変革がカギ。社員の学び直しを含め意識改革に向けた取り組みを
推進すべき。
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第２章 人口動態

１ 現状と課題

２ 人口推計

（１）人口推移
人口は減少（前年比▲172人）したものの目標人口を上
回る水準を維持

詳細

（３）自然増減と社会増減
自然増減・社会増減ともにマイナス（前年比▲77人･
▲445人）となり人口減少エリアに突入

人口減少エリア

（２）３区分別人口の推移
少子高齢化が進行（前年比年少人口▲0.2％、老年人口
+0.6％）

（各年４月１日現在） （各年４月１日現在）

（４）自然増減の推移
出生数が700人台前半まで減少し自然増減は引き続きマ
イナス（前年比▲65人）

（各年１月１日～12月31日）（各年４月１日現在）

注目注目

注目

注目

（１）本市人口は88,144人（Ｒ3.4.1現在）となり、コロナ禍での婚姻・出産控えなどによる出生数の減少や、タイ、
フィリピンなどの東南アジア諸国を中心とした外国人転入者の減少により、人口が前年比で172人減少し、自然・社
会増減ともに減少したものの、人口ビジョンで設定した目標人口推計を上回る水準を維持した。
（２）人口動態は、令和元年も若年女性人口の減少が続き、出生数が前年比で65人減少した一方、子育て世代（30
歳代～40歳代前半）の市外への転出は改善傾向にあるため、引き続き転出の抑制に向けた対策を行っていく。（合計
特殊出生率については、今秋県の公表後整理します）
（３）令和２年国勢調査の人口速報値では、静岡県人口は3,635,220人となり、前回の平成27年調査から65,085人
（1.8％）減少した。前回調査から人口が増加した市町は、本市と菊川市、掛川市、⾧泉町の３市１町のみとなった。



３ 出生に関する状況

（１）若年女性人口と出生数の推移
若年女性人口も減少が続く（前年比▲292人）

（２）母親の５歳階級別出生数の推移

令和元年合計特殊出生率（前年比）
国 1.36（▲0.06）
県 1.44（▲0.06）
市 1.57（▲0.10）

４ 子育て世代の動向

（１）子育て世帯（０～９歳）の転出入状況
子育て世帯の近隣市への転出超過が続く

（２）５歳階級別増減人数
子育て世帯の近隣市への転出超過が続く

（各年４月１日現在）（令和元年１月１日～12月31日）

５ 他市町との比較

（１）令和２年国勢調査［県人口速報値］
35市町のうち31市町で人口が減少、４市町のみ増加

増加数（人） 増加率（％）

１ 袋井市 2,093 １ ⾧泉町 2.4

２ 菊川市 1,060 ２ 袋井市 2.4

３ ⾧泉町 1,034 ３ 菊川市 2.3

４ 掛川市 387 ４ 掛川市 0.3

減少数（人） 減少率（％）
１ 静岡市 11,230 １ 西伊豆町 13.9

２ 浜松市 6,825 ２ 川根本町 13.7

３ 沼津市 6,022 ３ 下田市 11.9

４ 熱海市 3,311 ４ 松崎町 11.7

５ 伊豆市 3,053 ５ 伊豆市 9.7

（２）県内高齢化率調査
県の高齢化率は過去最高の29.5％
※袋井市＝23.9％（県内23市で一番「若いまち」）

5

注目

注目

20歳代の出産が減少
30～34歳代の出産が最多、晩産傾向が依然強い

転入42人
転出69人

転入31人
転出56人

転入49人
転出37人 転入19人

転出 7人
転入 4人
転出 6人
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（３つの挑戦） （戦略の柱と施策の方向性）

（挑戦１）
「ふくろい人」
ひとづくりへの挑戦

次代の袋井を支えるために学び、挑
戦する人材を地域ぐるみで育て、呼
び込む環境づくりに挑む

１ー１ 新しい時代を生き抜く人づくり
技術革新や国際化が進展する時代に自ら考え、学び、行動する力を持った人材を育て
るため、「確かな学力」を身につけるとともに「袋井で暮らす豊かさ」への理解と愛
着を深める教育を地域ぐるみで取り組む。

１ー２ 産業や社会を支える人づくり
技術革新や働き方改革の進展により産業、社会の在り方が変化していく中で活躍でき
る人材を育てていくため、地域、産業界と高校・大学等が人材ニーズ等を共有・連携
し、次代を担う人づくりに取り組む。

１ー３ 挑戦する人を応援する土壌づくり
高齢化、人口減少進展等により地域・社会の課題も山積する中、誰もが生涯を通じて
学び、事業・産業や教養・文化などの活動のほか、暮らしを通じた多様な挑戦をする
ことで、これからも豊かさを共創し、実感し合えるまちづくりに向けたチャレンジを
応援する環境を整える。

（挑戦２）
「しっかり稼ぐ」
しごとづくりへの挑戦

新技術や地域資源の活用により生産
性の向上と生活の豊かさを両立する
「ふくろい」ならではの暮らしの実
現に挑む

２ー１ 新たな産業と地域社会づくり
Society5.0やＳＤＧｓなど、社会や産業の変化を好機として、地域の課題解決と持続
的な産業発展を実現するため、地域内外の産学官連携等により、既存の事業活動等の
効率化を図るとともに、新規・成⾧分野の開拓や新たな地域社会システムの革新に向
けたチャレンジを進める。

２ー２ 稼げる農業づくり
本市が強みを持つ産業分野である農業の一層の発展を実現するため、これまでの蓄積
を基盤としつつ、新しい技術の積極的な活用や異業種との連携強化による生産性向上
と付加価値の創出や国内外の販路開拓、ブランド力向上に取り組む。

２ー３ 「ふくろい」ならではの暮らしづくり
市民が誇りと愛着を持つ生活文化、地域資源を再確認・発掘し、世界や全国を視野に
本市の魅力を伝えるものに磨き上げ、市民の定着や関係人口の増加につなげていくた
め、商品・プログラム開発などの魅力づくりに取り組むとともに、体験・交流機会の
提供や環境整備、情報交流を推進する。

（挑戦３）
「支え合い」
誰もが活躍する
まちづくりへの挑戦

人生100年時代に全ての世代、外国
人市民、誰もが元気に役割をもって
活躍できる社会・地域の仕組みづく
りに挑む

３ー１ 人生100年時代「全世代が活躍するまちづくり」

世代を問わず生涯を通じて全ての人が意向、能力、健康状態に応じて活躍できるまち
をつくるため、就労・活躍機会の拡大、健康維持・増進、環境の整備等に取り組む。

３ー２ 支え合う多様な仲間づくり
高齢化の進展下、介護、子育て、防災などで互いに支え合えるまちをつくるため、コ
ミュニティセンター等を拠点として日頃から安心できる仲間づくり、互助の仕組みづ
くりを進める。

３ー３ 多様性を強みとするまちづくり
外国人市民や障がい者、女性の活躍が期待される中、高齢者、学生あるいは地域外に
住む関係人口など多様な価値観を尊重し、多様性を本市の魅力や発展への活力として
いくため、多文化共生、男女共同参画等の取組や環境整備を進める。

第３章 第２期総合戦略［３つの挑戦／政策パッケージ］
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（主な取組） （SDGs）

■ 「確かな学力」向上プロジェクト（GIGAスクール構想、幼小中一貫教育ほか)
■ 地域とともにある学校づくりプロジェクト

（コミュニティ・スクール推進事業、地域住民による放課後学習支援ほか）

■ 高校魅力化プロジェクト(探究的な学び、職業教育の高度化ほか)
■ 地域人材育成に向けた「知の拠点」活用プロジェクト

(新たな学科開設支援、デジタル人材等の育成ほか)

■ ふくろい「やらまいか」プロジェクト
（アイデア創出支援、リカレント教育、創業・事業承継ほか）

■ 文化芸術・スポーツ応援プロジェクト
(大会誘致、大会出場奨励制度、総合型地域スポーツクラブとの連携ほか）

■ 地域の「稼ぐチカラ」向上プロジェクト
（産業イノベーションセンター設置、魅力ある個店づくりほか）

■ 近未来技術等の社会実装プロジェクト
（エコパドリームプロジェクト、スマート自治体、スマートライフ推進ほか)

■ 農業の未来を創るプロジェクト
（スマート農業の推進、担い手育成、地産地消の推進ほか）

■ 世界で戦える農産品と新たなビジネスモデル創出プロジェクト
（販路拡大支援、付加価値向上支援、多様な販売モデルの推進ほか）

■ 観光ビジネス創出プロジェクト
（新たな商品（観光ツアー）開発、スポーツイベントの開催支援ほか）

■ ふくろいファンづくりプロジェクト
（SNSを活かした情報発信、ふるさと納税促進ほか）

■ 生涯活躍のまちづくりプロジェクト
（人生100年時代の地域経営のあり方（仮称）の研究、健康経営の推進、

高齢者の多様なニーズに応じた就労機会確保ほか）

■ 支え合い・つながり創出プロジェクト
（まちづくり協議会の活動支援、NPOや市民活動団体の活動・連携支援、

ICTを活用したコミュニティ形成の支援ほか）

■「共創社会」加速化プロジェクト
（外国人市民への支援、男女共同参画社会の推進、子育てと仕事の両立

支援障がい者への理解と地域の交流の支援ほか）



挑戦１ 「ふくろい人」ひとづくりへの挑戦

１-１ 新しい時代を生き抜く人づくり
技術革新や国際化が進展する時代に自ら考え、学び、行動する力を持った人材を育てるため、「確かな学

力」を身につけるとともに「袋井で暮らす豊かさ」への理解と愛着を深める教育を地域ぐるみで取り組む。

（１）「確かな学力」向上プロジェクト

幼小中一貫教育では、地域住民や保護者への情報発信を行うとともに、定期的に統括校⾧会を開催し効果
的な学園経営を推進した。また、小中学校では、GIGAスクール構想に対応し、１人１台の学習用タブレット
やネットワーク通信環境の整備を完了させ、令和３年１月（３学期）から授業での活用を開始した。今後の
課題は、教員のICTリテラシーの向上であり、引き続き定期的な研修を開催するなど、教員のICTを活用した
授業力の向上に努めていく。

主な取組

（２）地域とともにある学校づくりプロジェクト

市内の中学校４校を拠点にコミュニティ・スクール・ディレクターを４名配置し、地域との連携や学校運
営協議会の支援等に取り組んだほか、子どもたちの居場所づくりや様々な体験等を提供するため、地域住民
や事業所の参画を得ながら小学生への放課後学習支援や職業体験などを実施した。今後の課題は、コロナ禍
での学校と地域との関わりの維持であるが、地域へ学校の情報発信等を続けながら、双方によるつながりを
意識した活動を継続していく。

・コミュニティ・スクール推進体制構築［学校教育課］
市内４中学校へコミュニティ・スクール・ディレクター４名配置

・放課後学習支援［生涯学習課］
市内小学校７校、実施回数74回、児童125人、スタッフ106人

・放課後児童クラブの充実［すこやか子ども課］
「やまなっ子クローバークラブ」を新規開設

★次世代リーダー育成塾［生涯学習課］
参加者10人（概ね40歳まで）、回数３回（うちオンライン１回）

★小学生のお仕事体験［産業政策課］
市内小学４～６年生対象、市内６店舗、開催日1/11、1/17、参加者21人

★アースキッズプログラム［環境政策課］
市内小学校６校、小学４・５年生496人、二酸化炭素削減量1,326.5kg

★出前ECO教室［環境政策課］
市内小学校、放課後児童クラブ、市民団体:実施回数18回、参加者1,082人

★ブックスタート、セカンドブック［生涯学習課］
ブックスタート:実施回数24回、配付数744冊
セカンドブック:実施回数26回、配付数793冊

・幼小中一貫教育の推進［教育企画課、学校教育課、すこやか子ども課］
幼小中つながる通信発行、統括校⾧会開催
幼児教育センター設置 など

・GIGAスクール構想の推進［教育企画課、学校教育課］
高速無線LAN、小中学生約8,000人へタブレット配備
ICT支援員配置 など

★未来の教育実証研究［学校教育課］
平成30年度からの取組の最終年として、今井小学校でICT機器や学習支援ソフトを
活用した新しい学習モデルの実証研究を実施
算数ドリルソフト（やるkey）、協働学習用アプリ（ロイロ・ノート）整備

★英検チャレンジ［学校教育課］
受験者599人、合格者422人（小学生82人、中学生340人）

・親スキルアップ講座［すこやか子ども課］
実施園13園、開催13回、受講者600人

主な取組
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★＝地方創生推進交付金

★＝地方創生推進交付金

協働的な学び

思考ツールの活用

小学生のお仕事体験

次世代リーダー育成塾



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

全国規模の学力調査で全国平均を上回る科目の割合
（小６:国語・算数、中３:国語・数学）
［↑］【出典:学校教育課】

％
目標値 50.0 80.0 80.0 100.0 100.0

－50.0
（R1） 中止

英語検定３級相当以上の資格を有する生徒の割合
（中３）［↑］【出典:学校教育課】 ％

目標値 23.0 27.0 31.0 35.0 40.0

18.5
（R1） 25.3

「授業がよく分かる」と答える児童・生徒の割合
（小５～中３）［↑］【出典:学校教育課】 ％

目標値 87.0 89.0 91.0 93.0 93.0

85.0
（R1） 87.6

「将来の夢や目標を持っている」と答える児童・生
徒の割合（小６・中３）［↑］
【出典:総合計画、学校教育課】

％
目標値 90.0 80.0 81.0 82.0 83.0

78.4
（R1） 78.3

「地域の行事に参加している」と答える児童・生徒
の割合（小６・中３）［↑］【出典:学校教育課】 ％

目標値 88.0 90.0 92.0 94.0 95.0

86.0
（R1） 72.7

家庭教育学級・少年学級・地域青少年育成団体の参
加者数［↑］【出典:生涯学習課】 人

目標値 900 900 950 950 1,000

900
（R2推計） 842

親スキルアップ講座の参加者の満足度［↑］
【出典:総合計画、すこやか子ども課】 ％

目標値 91.5 93.0 94.5 96.0 97.0

90.0
（R1） 99.1

歴史資料館（郷土資料館・歴史文化館・近藤記念
館）の利用者数［↑］
【出典:総合計画、生涯学習課】

人
目標値 17,800 17,400 17,600 17,800 18,000

17,000
（R1推計） 20,315

9

総合評価

3.2点

TOPICS

業績指標の評価

ICT教育の更なる推進
国のGIGAスクール構想に対応し、約8,000人の全児童・

生徒に１人１台の学習用タブレットの配付や高速大容量通
信ネットワークの整備を完了させ、令和２年度３学期から
全クラスで授業での活用を開始しました。

また、凸版印刷(株)と包括連携協定を締結し、ICT教育を
はじめとする地方創生の取組をさらに加速させるとともに、
幼児教育においては市教育委員会と凸版印刷(株)が共同で
タブレットを使った教育実証を実施しました。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組

主な取組

挑戦１ 「ふくろい人」ひとづくりへの挑戦

１-２ 産業や社会を支える人づくり
技術革新や働き方改革の進展により産業、社会の在り方が変化していく中で活躍できる人材を育てていくた

め、地域、産業界と高校・大学等が人材ニーズ等を共有・連携し、次代を担う人づくりに取り組む。

（１）高校魅力化プロジェクト

地域課題をはじめ、生まれ育った地域のことを知り愛着を持つことが、将来的なＵターンや地域の将来を
支える人材の確保につながり得ることから、地域・学校・産業界等が連携・協働し、高校生と地元事業者が
地元企業や中小企業の魅力について語り合う討論会の実施や、地域の産業や企業の理解を深めるための企業
説明会や研究会等を実施した。今後の課題は、地域や社会のニーズに対応した魅力ある学校づくりの推進で
あり、県における商業教育高度化の議論を含め、引き続き関係者らと連携し取り組んでいく。

（２）地域人材育成に向けた「知の拠点」活用プロジェクト

産業や地域を担う人材の育成に向け、本市と包括連携協定を結ぶ静岡理工科大学と共同で各種講座やワー
クショップなどを開催した。また、学生と企業を結ぶ機会の創出として、WEBでの企業説明会や就職フェア
を開催し、地元への就職を希望する学生や企業の人材確保などの支援を行った。今後の課題は、いかに地元
企業を巻き込み、産学官が連携し地域人材を育成・確保していくかであり、引き続き大学との連携強化や学
生と地元企業との交流機会の創出などに取り組んでいく。

・静岡理工科大学との連携事業の推進［企画政策課、生涯学習課］
地域学講座:開催回数４回、大学生22人、市職員２人参加
コミセンDEお理工塾:小学生13人参加（笠原コミュニティセンター）
ワークショップ「もじ・モジ・じっけんしつ」:参加者18人
月見の里野外フェスタ出展「Re:文字・影・音符展」:体験者約300人

・いわた・ふくろいインターンシップWEB企業説明会［産業政策課］
R4.3卒業予定の大学、短大、専門学校生等を対象にWEB配信で実施
開催日12/3、参加企業18社、参加学生38人

・いわた・ふくろい就職フェア［産業政策課］
R4.3卒業予定の大学、短大、専門学校生等を対象にWEB配信で実施
開催日2/26、参加企業50社、参加学生99人

・袋井商業高校、袋井高校との連携事業の推進［市⾧公室］
袋井商業高校:高校生アンケート2020＜職業観編＞（全生徒472人対象）

袋井YEGと袋井商業生のホンネ討論会（高校生11人、YEG23人、市職員4人ほか
参加）

袋井高校 :総合的な探究の時間（自ら地域のことを調べ課題と解決策を探る取組）の参考と
なるデータや各課（国際課、教育企画課、地域包括ケア推進課、市⾧公室）の課
題などをレクチャー

・高校生と企業を結ぶ合同企業説明会［産業政策課］
開催日3/19、参加企業52社、参加学生［２年生］212人

・高校生対象の地元企業研究会［産業政策課］
開催日8/18～8/21、参加企業延べ12社、参加学生［２年生］157人

10

地域学講座

コミセンDEお理工塾

ホンネ討論会

合同企業説明会

★＝地方創生推進交付金

★＝地方創生推進交付金



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

「高校生と企業を結ぶ合同企業説明会」及び「いわ
た・ふくろい就職フェア」への市内参加企業数
［↑］【出典:総合計画、産業政策課】

社
目標値 31 32 34 36 38

31
（H30） 23

市内高校及び大学の就業率［↑］
【出典:産業政策課】 ％

目標値 97.8 97.8 97.8 97.8 97.8

97.8
（H26-30

平均）
98.7

理工科大学との協働活動の実施件数（累計）［↑］
【出典:企画政策課】 件

目標値 5 7 9 12 15

3
（H30） 7

市民を対象にした学習機会数［理工科大学主催］
［↑］【出典:生涯学習課】 回

目標値 38 38 39 39 40

37
（R1） 14

高校生と協働した事業・イベント数（累計）［↑］
【出典:市⾧公室】 回

目標値 2 4 6 8 10

4
（R1） 4

地域防災への高校生の参加者数［↑］
【出典:危機管理課】 人

目標値 1,900 1,950 2,000 2,050 2,100

－1,902
（R1）

0
※役員のみ

11

総合評価

TOPICS

3.4点

業績指標の評価

高校生と経営者が「職業観」を共に語らう
袋井商工会議所青年部（YEG）が令和元年度にまとめ

た政策提言書に基づく『次代を担う人づくり』の一環と
して、将来の担い手である高校生の職業観を知り、地元
企業の魅力を知ってもらおうと、袋井商業高校生と一緒
にアンケート調査や討論会などの企画が実現しました。

アンケート調査では、「しごと」や「将来」のことな
ど全30項目を調査し、その結果を基に、「就職するなら
大企業と中小企業、どっち?」をテーマにホンネで討論
会を開催するなど、高校生の職業観や地元企業・中小企
業の魅力などについて相互に理解を深め合いました。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組

主な取組

挑戦１ 「ふくろい人」ひとづくりへの挑戦

１-３ 挑戦する人を応援する土壌づくり
高齢化、人口減少進展等により地域・社会の課題も山積する中、誰もが生涯を通じて学び、事業・産業や教

養・文化などの活動のほか、暮らしを通じた多様な挑戦をすることで、これからも豊かさを共創し、実感し合
えるまちづくりに向けたチャレンジを応援する環境を整える。

（１）ふくろい「やらまいか」プロジェクト

新たなビジネスや市民活動などに取り組む意欲や能力を有した人たちの「想いをカタチに」するための支
援として、創業希望者等への各種セミナーの開催や実践の場（チャレンジショップ）を提供したほか、協働
まちづくり事業として、市民活動団体やNPO法人等からの提案事業の支援を行い、挑戦する人を応援する
「やらまいか」風土の醸成に取り組んだ。今後の課題は、新たなビジネスへの支援や市民活動を継続・発展
させていくことであり、異業種間交流やアイデア創出の場づくりなど、継続的な支援に取り組んでいく。

（２）文化芸術・スポーツ応援プロジェクト

東京オリンピックの開催に向けアイルランドチームの受入などの準備を行ったほか、ラグビーワールド
カップ2019を契機とした市民の盛り上がりを継続させるため、更なるラグビーの普及・促進に取り組んだ。
また、コロナ禍においても市民がスポーツや文化芸術に親しむ機会を創出させるため、リモートでのクラウ
ンメロンマラソンの開催やワークショップの実施などに挑戦した。今後の課題は、実施方法の変更などコロ
ナ禍による活動機会減少の克服であり、文化芸術やスポーツを楽しむ機会の創出に向け取り組んでいく。
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創業セミナー（創業希望者向け）

エコパラグビーフェスティバル

Try!ラグビー体験教室

★創業相談会［産業政策課］
開催時期６月～３月（月１回）、参加者12人

★創業セミナー［産業政策課］
創業セミナー（創業希望者向け） :開催日8/29、3/6、参加者22人
未来の起業家育成講座（中高生向け）:開催日1/30、2/6、2/20、参加者９人（中学生７人、

高校生２人）

★創業塾［産業政策課］
開催時期９月～12月（計12回）、参加者４人

・協働まちづくり事業［協働まちづくり課］
委託事業１件、補助事業２件、連携事業３件

未来の起業家育成講座（中高生向け）

★＝地方創生推進交付金

★＝地方創生推進交付金

★東京オリンピック関連事業［スポーツ政策課］
競技自転車の普及・啓発:イベント出展、巡回展示
受け入れマニュアル、聖火リレー実施計画書作成 など

★東海道五十三次どまん中ウオーク［スポーツ政策課］
ショートコース（約５km）、ミドルコース（約10km）
開催日11/14、参加者290人

・第32回袋井クラウンメロンマラソン［スポーツ政策課］
オンライン開催、開催期間9/27～10/10、参加者1,999人

・ラグビーレガシーの創出［スポーツ政策課］
小学校タグラグビー教室 :開催時期10～11月（全10回）、参加者約750人
Try!ラグビー体験教室 :実施期間９月～12月（全５回）、参加者29人
エコパラグビーフェスティバル:実施期間10月25日、参加者1,２00人

・月見の里学遊館、メロープラザを拠点とした文化・芸術振興［生涯学習課］
リモートによる「映画をつくろう」ワークショップ、コンサート開催 など



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

協働まちづくりセンターの登録団体数（市民活動団
体）［↑］【出典:総合計画、協働まちづくり課】 団体

目標値 50 50 50 50 50

53
（H30） 43

NPO団体等が企業と連携し実施した事業数［↑］
【出典:総合計画、協働まちづくり課】 件

目標値 10 ８ ９ 10 11

11
（H30） 1

協働まちづくり事業の提案件数（累計）［↑］
【出典:協働まちづくり課】 件

目標値 27 37 47 56 65

17
（R1） 23

全国スポーツ大会の出場者数（累計）［↑］
【出典:総合計画、スポーツ政策課】 件

目標値 62 126 192 260 330

59
（R1） 18

市内の運動施設の利用者数（エコパを除く）［↑］
【出典:総合計画、スポーツ政策課】 人

目標値 750,000 605,000 610,000 615,000 620,000

551,962
（R1） 487,943

図書館の個人貸出利用者数［↑］
【出典:総合計画、生涯学習課】 人

目標値 150,000 140,000 141,500 143,000 144,500

136,631
（H30） 138,965

月見の里学遊館（水玉プール除く）とメロープラザ
の利用者数［↑］【出典:総合計画、生涯学習課】 人

目標値 200,000 128,800 144,800 161,400 161,900

157,744
（H30） 59,935

全国文化芸術大会出場者数（累計）［↑］
【出典:生涯学習課】 人

目標値 10 15 20 25 30

4
（R1） 5

総合評価

13

1.7点

TOPICS

業績指標の評価

コロナ禍での新しいスポーツイベント開催
新型コロナウイルス感染抑制のため、30年余の歴史のあ

るクラウンメロンマラソンを、エコパを発着とする通常の
開催を見送り、参加者が会場に集まらずGPSトレーニング
アプリ「TATTA」をインストールしたスマートフォンなど
を携帯して、２週間で42.195kmの完走を目指す「リモー
トマラソン」として開催するなど、コロナ禍での新たな取
組に挑戦しました。

また、特産のクラウンメロンが贈られる特典付きのエン
トリーを創設するなど、特産品の消費喚起の相乗効果も図
りました。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組

主な取組 ★＝地方創生推進交付金

★＝地方創生推進交付金

挑戦２ 「しっかり稼ぐ」しごとづくりへの挑戦

２-１ 新たな産業と地域社会づくり
Society5.0やSDGsなど、社会や産業の変化を好機として、地域の課題解決と持続的な産業発展を実現する

ため、地域内外の産学官連携等により、既存の事業活動等の効率化を図るとともに、新規・成⾧分野の開拓や
新たな地域社会システムの革新に向けたチャレンジを進める。

（１）地域の「稼ぐチカラ」向上プロジェクト

企業の持続的な成⾧を支援するため、静岡理工科大学、商工団体及び金融機関と連携し、ふくろい産業イ
ノベーションセンターの開設に向けて準備を行った。また、地域経済の構造や地域の稼ぐチカラを高める政
策の方向性を確認するため、最新版のデータを用いた地域経済循環分析を実施した。今後の課題は、産業構
造の転換に対応した競争力の高い中小企業の成⾧をいかに支援していくかであることから、中小企業が抱え
る技術課題の解決支援やイノベーションの喚起に向け、産学官金が連携して取り組んでいく。

（２）近未来技術等の社会実装プロジェクト

県「しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト」と連携したエコパでの自動運転走行実証やIoTを活用し
た実証実験など、新たな技術を組み入れた事業を実施・支援し、近未来技術等の社会実装に向けた取組を推
進した。今後の課題は、急速な技術革新の進展への対応であり、これらの技術を有効活用できるよう、引き
続き関係企業や各種団体と連携し、社会実装に向けた取組の実施・支援を行っていく。
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産業イノベーションセンター調印式

地域経済循環分析（2015年版）

オンライン家庭訪問

★ふくろい産業イノベーションセンター開設準備［産業政策課］
パンフレットやホームページの作成 など

★創業支援の推進［産業政策課］
創業相談会 :開催時期６月～３月（月１回）、参加者12人
創業セミナー（創業希望者向け） :開催日8/29、3/6、参加者22人
未来の起業家育成講座（中高生向け）:開催日1/30、2/6、2/20、参加者９人
創業塾 :開催時期９月～12月（計12回）、参加者４人

・ふじのくにフロンティアを拓く取組の推進［市⾧公室ほか］
静岡モデル防潮堤整備と連動した次世代産業拠点創出事業:小笠山工業団地でフォレストエナジー
㈱と進出協定締結、防潮堤整備を整備区間5,350ｍのうち4,162ｍ（R2＝101ｍ）まで実施
「東名袋井ＩＣ周辺産業集積拠点創出事業」では、造成工事や民間事業者と連携し企業誘致を実施

・共同研究・開発促進セミナー［産業政策課］
静岡理工科大学講師、開催回数２回、参加者52人

・静岡理工科大学技術研究会の活動支援［産業政策課］
アグリニクス研究会（6研究支援、会員79人（社））

★地域経済循環分析［市⾧公室］
最新版2015年データでの地域循環分析、前回2013年データとの比較分析を実施

★自動運転走行実証実験［企画政策課］
ハンドルのない「特別装置自動車」使用
開催日10/30、11/6、エコパ園路及び駐車場、名古屋大学等参加

★オープンデータの推進［ICT政策課］
公開件数860件

★スマートスピーカーを利用した実証実験［ICT政策課］
ひとり暮らし高齢者の見守り対策（オンライン家庭訪問、家族への通知など）
実証機関１月～３月、参加者16人

★AI総合案内サービス［ICT政策課］
質問件数8,519件

★LPWA通信を活用した水位センサーの設置［ICT政策課］
設置個所:アンダーパス等４箇所、小規模河川17箇所

スマートライフの推進［環境政策課］
新エネルギー機器導入促進奨励金:交付件数394件 など

自動運転走行実証実験



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

製造品出荷額等（従業員４人以上）［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 億円

目標値 5,880 5,960 6,040 6,130 6,200

5,880
（H29） 6,061

企業立地件数（製造業）（累計）［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 件

目標値 2 4 6 8 10

1
（H30） 1

静岡理工科大学と市内企業の共同研究件数（累計）
［↑］【出典:総合計画、産業政策課】 件

目標値 5 10 15 20 25

5
（R1） 1

経営革新計画の承認件数（製造業）（累計）［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 件

目標値 7 14 21 28 35

2
（H30） 13

市、商工団体、金融機関の支援による創業件数（累
計）［↑］【出典:総合計画、産業政策課】 件

目標値 45 90 135 180 225

41
（H30） 47

よろず支援拠点への相談件数（袋井市）（累計）
［↑］【出典:産業政策課】 件

目標値 154 308 462 616 770

154
（H30） 236

卸売業・小売業及び宿泊業・飲食サービス業の売上
（収入）金額［↑］【出典:産業政策課】 億円

目標値 2,400 2,400 2,500 2,500 2,500

2,397
（H28） 2,397

満足のいく雇用機会に恵まれていると思う人の割合
［↑］【出典:市民意識調査】 ％

目標値 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

26.8
（H30） 36.3

近未来技術等を活用した実証事業数（累計）［↑］
【出典:企画政策課、ICT政策課、総合戦略課】 件

目標値 7 9 11 13 15

5
（R1） 4

総合評価
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TOPICS

業績指標の評価

3.6点

中小企業の「稼ぐチカラ」向上
市と静岡理工科大学は、「稼ぐチカラ」のある地元中小

企業を支援するため地元の商工団体や金融機関と連携し、
令和３年４月に「ふくろい産業イノベーションセンター」
を開設することを発表し、設立の準備を行いました。

また、新型コロナウイルス感染症拡大で影響を受けた中
小企業者等の経営力強化を目的に、企業活動の課題解決に
向け、販路開拓や業務効率化、技術力向上等に取り組む事
業者の支援等を実施するなど、中小企業の「稼ぐチカラ」
の向上に向けて取り組みました。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組

主な取組

★＝地方創生推進交付金

挑戦２ 「しっかり稼ぐ」しごとづくりへの挑戦

２-２ 稼げる農業づくり
本市が強みを持つ産業分野である農業の一層の発展を実現するため、これまでの蓄積を基盤としつつ、新し

い技術の積極的な活用や異業種との連携強化による生産性向上と付加価値の創出や国内外の販路開拓、ブラン
ド力向上に取り組む。

（１）農業の未来を創るプロジェクト

農業の担い手を育成するため、商品開発や販売実習、情報発信、商談術などの知識や技術を習得する「ふ
くろい農業未来塾」を開催し、経営力の向上を図ったほか、新型コロナ感染拡大の影響を受けた農業者の支
援やアフターコロナを見据えた販路拡大に取り組んだ。今後の課題は、経営力を有する農業者の育成や新規
就農者の確保であり、引き続き知識や技術を習得するための講座の開催など、経営力の向上に資する取組を
実施していく。

（２）世界で戦える農産品と新たなビジネスモデル創出プロジェクト

観光事業と連携し観光客が見込めるイベントでの特産品の販売や、オンライン展示会へ出展し海外向けに
セールスを行うなど、国内外への販路拡大に向けた取組を実施したほか、クラウンメロンタクシーによるブ
ランドイメージの向上やクラウンメロン産地としての認知度の向上を図った。今後の課題は、販路の拡大や
安定した供給体制の構築であり、ブランド力の強化や競争力のある商品開発をはじめ、流通システム構築の
支援やGAP認証の取得・更新の支援などに取り組んでいく。

★袋井産農産物販路拡大事業［農政課］
・観光とタイアップした農産物販売:可睡斎ひなまつりの開催に合わせ「門前うまいもん市」開催
・クラウンメロンブランド力向上事業:クラウンメロンタクシー２台作成

６次産業化の促進［農政課］
・６次産業化促進支援事業費補助金:交付件数11件

★主要農産物（温室メロン・茶・米）の振興［農政課］
・温室メロン:オンライン展示会出展（マレーシア）

加工品の販売促進
姉妹都市への給食用メロンの提供 など

・茶 :販路拡大支援（市内幼稚園、理工科大学などへのティーパック配布）
茶業支援対策事業費補助金（交付件数38件） など

・米 :経営所得安定対策等の実施による農家所得の向上 など
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ふるさと農産物応援便

チンゲンサイ収穫体験

クラウンメロンタクシー

門前うまいもん市

★担い手育成支援［農政課］
「実践!ふくろい農業未来塾」の開催:全5回、参加者延べ79人
農業次世代人材投資資金交付事業:交付件数５件
担い手農家等機械整備事業 :交付件数９件

・耕作放棄地の解消［農政課］
荒廃農地再生・集積推進事業費補助金:豊沢地区30a解消

◆袋井ふるさと農産物応援便［農政課］
実施時期８月、11月（全２回）、発送件数2,000件

★給食野菜余り堆肥化プロジェクト［環境政策課］
資源循環型社会の形成を目的に野菜余りを堆肥化し野菜作りに使用
栽培した野菜を学校給食に使用

★学校給食への地場産品活用促進［おいしい給食課］
地産地消率:目標値33.0％、実績値33.1％
収穫体験 :浅羽北小２年生49人参加、チンゲンサイ収穫

・姉妹都市との特産品の販売あっ旋・活用による交流促進［市⾧公室］
塩尻市へ:販売時期９月、販売品クラウンメロン、お茶、ミカンなど

★＝地方創生推進交付金 ◆＝地方創生臨時交付金



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

主要農産物産出額［↑］
【出典:総合計画、農政課】 億円

目標値 72.2 71.9 71.6 71.3 71.0
72.8

（H30）
66.0

利用権設定面積［↑］【出典:総合計画、農政課】 ha
目標値 1,100 1,063 1,088 1,113 1,138
978

（H30）
1,119

農業法人数［↑］【出典:総合計画、農政課】 法人
目標値 40 39 40 41 42

37
（H30）

36

耕地面積［↑］【出典:農政課】 ha
目標値 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300
3,300
（H29）

3,200

新規就農者数（累計）［↑］【出典:農政課】 人
目標値 12 24 36 48 60

12
（H30）

12

耕作放棄地の解消面積（累計）［↑］
【出典:農政課】 ha

目標値 12 24 36 48 60
11.2

（H30）
4

お茶の出荷量（袋井地区農協共販実績）（累計）
［↑］【出典:農政課】 ｔ

目標値 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000
1,008
（H30）

1,043

お茶の年間平均単価（袋井地区農協共販実績）
［↑］【出典:農政課】 円

目標値 660 660 660 660 660
657
（R1）

630

お茶の海外輸出量（累計）［↑］【出典:農政課】 ｔ
目標値 6 12 18 24 30

6
（H30）

1.8

クラウンメロンの市場出荷箱数（１箱６個入）（累
計）［↑］【出典:農政課】 箱

目標値 277,800 555,600 833,400 1,111,200 1,389,000
277,831

（H30） 309,199

クラウンメロンの年間平均出荷額（箱単価）［↑］
【出典:農政課】 円

目標値 11,250 11,500 11,750 12,000 12,000
11,026
（H30）

10,668

クラウンメロン加工品取扱企業数［↑］
【出典:農政課】 社

目標値 53 53 53 53 53
53

（H30）
45

学校給食における市内産野菜の使用率（重量ベー
ス）［↑］【出典:総合計画、おいしい給食課】 ％

目標値 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0
34.2

（H30）
33.1

総合評価
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TOPICS

2.5点

業績指標の評価

クラウンメロンのブランド力強化
フランスの有名洋菓子ブランド「ピエール・エルメ・パ

リ」の日本法人と共同開発した子メロンのピクルスや、大
手コンビニとコラボして販売したクラウンメロンソフトな
ど、タイアップによる加工品の開発により、ブランド力の
強化や魅力ある商品づくりを促進しました。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組

主な取組

挑戦２ 「しっかり稼ぐ」しごとづくりへの挑戦

２-３ 「ふくろい」ならではの暮らしづくり
市民が誇りと愛着を持つ生活文化、地域資源を再確認・発掘し、世界や全国を視野に本市の魅力を伝えるも

のに磨き上げ、市民の定着や関係人口の増加につなげていくため、商品・プログラム開発などの魅力づくりに
取り組むとともに、体験・交流機会の提供や環境整備、情報交流を推進する。

（１）観光ビジネス創出プロジェクト

夜の賑わいづくり創出事業や袋井ならではの地域資源を活用したイベントを実施したほか、新たな観光商
品の開発に向け広域連携によるツアー商品の検討などを行った。また、ミズベリングでの水辺のコンサート
など、公園や河川をはじめとする公共空間を利活用した賑わい創出に取り組んだ。今後の課題は、地域内で
の消費拡大に向け、誘客や滞在時間を増加させることであり、引き続き多様な主体との連携強化や新たな観
光商品の開発などに取り組んでいく。

（２）ふくろいファンづくりプロジェクト

本市と多様な関わりを持つ関係人口の創出・拡大に向け、SNS等を活用した魅力発信やふるさと納税の強
力な推進を行ったほか、NHKの連続テレビ小説「エール」の放送を契機とし、本市と「三浦環」との縁を地
域資源と捉えたプロモーションを展開した。また、姉妹都市・友好都市とオンラインでのイベントを実施す
るなど、コロナ禍における新たな交流機会の創出に取り組んだ。今後の課題は、来訪者へのアプローチの強
化であり、多様な手段や機会を活用し、シティプロモーションを展開していく。
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★＝地方創生推進交付金 ◆＝地方創生臨時交付金

遠州三山ライトアップ

水辺のコンサート

WEBワインセミナー

ふるさと納税チラシ

★＝地方創生推進交付金

★夜の賑わいづくり創出［産業政策課］
遠州三山ライトアップ :期間11/15～12/15
袋井駅前ライトアップ :期間11/20～1/31
夜宵ピザレシピコンテスト :開催日11/20、応募総数52作品
インスタグラムフォトコンテスト:期間11/20～1/31、応募総数706件
夜宵スタンプラリー :期間11/20～1/31、参加53店舗、応募1,064口
こどもたちの夜遊びプロジェクト:開催日12/4、参加者約200人 など

★ふくろい観光ルネッサンス［産業政策課］
観光ブランド推進 :遠州三山風鈴まつり、可睡齋ひなまつりなど
ニューツーリズム商品企画:森町との広域連携によるツアー商品を検討 など

◆スポーツツーリズムの推進［スポーツ政策課］
ふくろいスポ泊応援キャンペーン:宿泊人数174人、宿泊数255泊

★公共空間を活用した賑わい創出［都市整備課、生涯学習課、建設課］
愛野駅メモリアルロード整備:開催日6/13、11/7、参加者25団体
ミズベリング :水辺のコンサート、原野谷川deひなまつりワークショップ、

ミズベリングボタニカルなど
青空図書館 :開催日10/24、参加者約200人、高尾町公園
袋井幸浦の丘プロジェクト :ワークショップ開催回数４回、参加者約80人

★SNSなどICTを活用した魅力発信［企画政策課］
ふくろいまるわかりデジタルブックの編集、作成

・ふるさと納税の推進［企画政策課］
申込サイト１件追加（ANAふるさと納税）
返礼品100品以上追加（高性能マスク、化粧品など）
寄付実績34,365件

★地域資源の発信［企画政策課］
「三浦環」のパネル展などを市内各所で実施

★姉妹都市・友好都市交流［市⾧公室］
WEBワインセミナー（北杜市）:実施日3/6、参加者32人
姉妹都市・友好都市パネル展 :月見の里学遊館12/9～12/16

袋井市役所1/20～1/28
メロープラザ2/2～2/11

交流促進リーフレット作成 :国内交流都市別すごろく型リーフレット作成



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

観光交流客数［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 千人

目標値 5,075 5,100 5,125 5,150 5,175

4,753
（H30） 2,403

観光案内所の来場者数［↑］【出典:産業政策課】 人
目標値 20,000 21,000 22,000 23,000 24,000

20,172
（H30） 5,551

ホームページ等のアクセス数（観光関係）［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 件

目標値 800,000 363,000 413,000 463,000 513,000

583,522
（H30） 307,773

市公式ＳＮＳ「いいね」の数［↑］
【出典:企画政策課】 件

目標値 40,000 45,000 50,000 55,000 60,000

35,459
（H30） 14,401

全国地域ブランド調査における魅力度の順位［↑］
【出典:企画政策課】 位

目標値 540 480 420 360 300

600
（H30） 550

ふるさと納税件数［↑］【出典:企画政策課】 件
目標値 7,800 8,100 8,400 8,700 9,000

1,240
（H30） 34,365

ふれあい夢市場の来場者数［↑］
【出典:市民サービス課】 人

目標値 19,000 19,250 19,500 19,750 20,000
－18,000

（R1） 中止

公共空間（公園、河川、道路）を活用した賑わい創
出イベント数（累計）［↑］【出典:維持管理課、
都市計画課】

件
目標値 7 14 21 28 35

6
（R1） 7

総合評価
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TOPICS

2.5点

業績指標の評価

公共空間での新しい賑わいづくり
袋井図書館では開館50周年やコロナ禍の影響などを機に、

図書館に隣接した都市公園を使った「青空図書館」を開催
しました。より多くの方に利用してもらいたい図書館ス
タッフと、公園を活用した賑わいづくりをしたい公園管理
者とがコラボし実現しました。会場では、市内飲食店らが
コーヒーを提供するなど、新しい図書館や公園の使い方を
試みました。

このほかにも、市内で飲食店などを経営する若手の有志
らが、市内の公園で非日常的な過ごし方や新たな公園の活
用策を提案しようと「グランピング」を企画し実現しまし
た。空いている場所や時間、スキルなどをシェアしてこれ
まで得ることのできなかった新しい価値を生み出す実証を
行いました。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組

挑戦３ 「支え合い」誰もが活躍するまちづくりへの挑戦

３-１ 人生100年時代「全世代が活躍するまちづくり」
世代を問わず生涯を通じて全ての人が意向、能力、健康状態に応じて活躍できるまちをつくるため、就労・

活躍機会の拡大、健康維持・増進、環境の整備等に取り組む。

（１）生涯活躍のまちづくりプロジェクト

人口減少と高齢化の進展による公助縮小化においても持続的な発展が可能な地域経営のあり方に関する調
査・研究を行うことを目的に「人生100年時代の地域経営のあり方に関する調査研究」に着手した。また、地
域や全世代を通して健康に対する意識や知識を高めるため、健康経営の推進や健康アプリの活用促進、地域
での各種活動に取り組んだ。今後の課題は、事業者・地域・行政連携の仕組づくりに向け、庁内外の関係者
への認識共有や推進体制の構築のほか、事業者や市民等の参画を図っていく。
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こころと体の健康教室

人生100年時代の地域経営のあり方に関する調査研究

★＝地方創生推進交付金

＃2961ウオーク

★人生100年時代の地域経営のあり方に関する調査研究［市⾧公室］
関連する社会動向の整理
関係各課における取組と課題の整理
「事業者・地域・行政」連携充実に向けた市内事業者意向調査（200社）
目指す方向性と今後の進め方の整理

★健康経営の推進［健康づくり課］
企業・事業所訪問数 :４事業所（累計189事業所）
「袋井市健康経営チャレンジ事業所」登録事業所数:４事業所（累計135事業所）
「#2961ウオーク」活用事業所 :２事業所（累計58事業所）

★地域や全世代を通じた健康づくりの推進［健康づくり課］
健康教室の開催 :男の健康道場（開催期間10～12月、参加者16人）

こころと体の健康教室（開催日11/7、参加者33人）
健康度測定（開催期間5～3月（全10回）、参加者54人）

#2961ウオークの推進:新型コロナ対策で体温・行動履歴入力などの機能追加
出張保健センター :ふくろい健康保健室（開催139回、延べ参加者1,742人）

おやこ保健室（開催30回、集団指導226人、個別相談142人）
みんなのよりみち保健室（開催７回、参加者429人）



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

お達者度（男性）［↑］
【出典:総合計画、健康づくり課】 年

目標値 17.92 17.98 18.05 18.12 18.19

17.78
（H28）

18.77
（H30）

お達者度（女性）［↑］
【出典:総合計画、健康づくり課】 年

目標値 21.34 21.41 21.49 21.57 21.65

21.18
（H28）

21.54
（H30）

（公社）袋井・森地域シルバー人材センターの就業
延人員［↑］【出典:総合計画、産業政策課】 人

目標値 67,000 64,200 68,200 72,400 76,800

64,553
（H30） 55,916

健康経営チャレンジ事業所数［↑］
【出典:健康づくり課】 事業所

目標値 160 200 210 220 230

70
（H30） 135

袋井市が住みやすいと感じている人の割合［↑］
【出典:市民意識調査】 ％

目標値 72.0 74.0 76.0 78.0 80.0

71.9
（H30） 71.4

総合評価
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3.2点

TOPICS

業績指標の評価

第９回健康寿命をのばそう!アワード受賞
「とれたて食楽部」と「Honey!ハニー!!」の取組が「第

９回健康寿命をのばそう!アワード」の介護予防・高齢者生
活支援部門で受賞しました。

「とれたて食楽部」は、移動手段がない高齢者や遠くへの
運転が不安な高齢者のために、平成30年から移動販売を行っ
ており、とれたて食楽部からの委託で運転と販売を行うレス
トランの「Honey!ハニー!!」が、市内の公会堂やコミュニ
ティセンターでの介護予防体操などの通いの場の開催にあわ
せて訪問し、地元の新鮮野菜やレストランの惣菜などを販売
することで、通いの場の魅力アップのほか、遠出しにくい方
への生活支援や安心安全な地産地消食品での健康づくりなど、
相乗効果を生んでいます。

また、地元企業の社会貢献や住民の健康増資のほか、生産
者の売り上げや認知度の向上など、この取組に関わる主体全
員がwin-winな関係となる仕組みであることも評価されまし
た。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組 ★＝地方創生推進交付金

挑戦３ 「支え合い」誰もが活躍するまちづくりへの挑戦

３-２ 支え合う多様な仲間づくり
高齢化の進展下、介護、子育て、防災などで互いに支え合えるまちをつくるため、コミュニティセンター等

を拠点として日頃から安心できる仲間づくり、互助の仕組みづくりを進める。

（１）支え合い・つながり創出プロジェクト

地域コミュニティの維持・活性化に向け、地域づくりやコミュニティ活動の拠点であるコミュニティセン
ターから地域づくりに関する住民への情報発信を強化するため、市コミュニティセンターのLINE公式アカウ
ントとコミュニティセンターに特化した地域版ホームページからの情報発信の有効性について検証したほか、
まちづくり協議会が行う市全体のモデルとなり得るような先駆的な取組に対し支援を行った。今後の課題は、
コミュニティアプリの登録者や利用者を増やすことであり、引き続き行事やイベントなどで周知していく。
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LINE公式アカウント

地域版ホームページ

まちづくり協議会名 活動の名称

袋井東地区まちづくり協議会

まちづくりを語る会

久努の松並木愛護会

袋井東ＩＣＴまちづくり推進事業

今井地区まちづくり協議会 今井安心安全な地域づくり研究会

山名まちづくり協議会 山名地区地域防災活動事業

笠原地区まちづくり協議会
「笠原地区みんなの防災マニュアル」冊子作成・配布事業

動画配信による地域コミュニティ強化事業

浅羽東まちづくり協議会 浅羽東地区「スマホでらくらくコミュニケーション」推進事業

浅羽西まちづくり協議会 多様な担い手による地域づくりを推進「花火で地域に元気を!」

浅羽北地区まちづくり協議会 浅羽北地区「洪水心構え」の全戸配布

特色ある地域づくり交付金活用事業

★特色ある地域づくりの推進［協働まちづくり課］
特色ある地域づくり交付金の活用:まちづくり協議会７地区（袋井東、今井、笠原、山名、

浅羽東、浅羽西、浅羽北）、計10事業

★LINE公式アカウントを活用した情報発信の検証［協働まちづくり課］
14地区、登録者数3,661人、情報配信数1,050件
運用研修会・意見交換会:開催日5/28、8/4
運用アンケート実施 :実施期間12/11～12/28

★地域版ホームページを活用した情報発信の検証［協働まちづくり課］
運用研修会・意見交換会:開催日10/15
運用アンケート実施 :実施期間12/11～12/28

・通いの場づくり［健康づくり課、地域包括ケア推進課］
しぞ～かでん伝体操:実施個所92箇所（うち週１回以上65箇所） など

・消防団活動の支援［危機管理課］
「消防団応援の店」事業:51事業所参加



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

地区まちづくり協議会が新たに取り組んだ特色ある
地域づくり活動の数（累計）［↑］【出典:総合計
画、協働まちづくり課】

事業
目標値 5 10 15 20 25

5
（R2推計） 10

NPO団体等が企業と連携し実施した事業数【再掲】
［↑］【出典:総合計画、協働まちづくり課】 件

目標値 10 ８ ９ 10 11

11
（H30） 1

コミュニティセンターの利用者数［↑］
【出典:総合計画、協働まちづくり課】 人

目標値 410,000 412,000 413,000 414,000 415,000

384,128
（H30） 207,168

通いの場の箇所数（週１回以上の活動）［↑］
【出典:総合計画、健康づくり課、地域包括ケア推
進課】】

箇所
目標値 70 75 80 85 90

70
（R2推計） 69

総合健康センターでの総合相談件数［↑］
【出典:総合計画、地域包括ケア推進課】 件

目標値 4,600 4,700 4,800 4,900 5,000

3,423
（H30） 5,317

消防団員の充足率［↑］
【出典:総合計画、危機管理課】 ％

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

85.61
（R1） 81.2

見守りネットワーク実施箇所数（自治会数）［↑］
【出典:地域包括ケア推進課】 箇所

目標値 65 68 71 74 77

62
（R1推計） 69

地域の絆や支え合いの仕組みが形成されていると感
じている人の割合［↑］【出典:市民意識調査】 ％

目標値 55.0 55.0 60.0 65.0 70.0

50.6
（H30） 41.8

仕事や家庭以外に所属するコミュニティがあると感
じている人の割合［↑］【出典:市民意識調査】 ％

目標値 55.0 55.0 60.0 65.0 70.0

54.0
（H30） 42.0

総合評価
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2.3点

TOPICS

業績指標の評価

支え合いの地域づくり
市内４つの障がい者就労支援事業所と袋井・森地域シル

バー人材センターと市が、「空き家等見守り管理事業」の
業務に係る協定を締結しました。空き家等の所有者の依頼
で、就労支援事業所やシルバー人材センターが植木の剪定
などをし、継続的な空き家の管理促進や地域の生活環境の
保全を図ります。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



主な取組 ★＝地方創生推進交付金

挑戦３ 「支え合い」誰もが活躍するまちづくりへの挑戦

３-３ 多様性を強みとするまちづくり
外国人市民や障がい者、女性の活躍が期待される中、高齢者、学生あるいは地域外に住む関係人口など多様

な価値観を尊重し、多様性を本市の魅力や発展への活力としていくため、多文化共生、男女共同参画等の取組
や環境整備を進める。

（１）「共創社会」加速化プロジェクト

多文化共生のまちづくりを進めるため、外国人市民への支援を充実させたほか、ラグビーワールドカップ
や東京オリンピックを通じて外国文化の理解を深める取組を実施した。また、女性がさらに活躍できる環境
づくりを推進するため、広報や普及啓発のほか、仕事と子育ての両立に向けた各種支援に取り組んだ。今後
の課題は、外国人人口・比率の増加に伴う支援体制の充実であり、地域や企業と連携し、多文化共生の担い
手づくりや外国人市民の活躍の場づくりなどに取り組んでいく。
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生活オリエンテーション動画（緊急通報）

第４次男女共同参画推進プラン

★外国人市民への支援の充実［国際課］
生活オリエンテーション動画:５テーマ（自治会、災害と防災、病院の受診など）

５か国語（ポルトガル語、ベトナム語、英語など）
外国人向け防災ハンドブック、外国人支援マニュアル作成

★外国文化の理解を深める取組［国際課］
ハローフレンドの募集 :登録数757世帯
アイルランド・フェスティバルinふくろい:開催日3/14、YouTube配信
学生ペンパル交流事業トライアル :袋井高校、マウントテンプル高校ほか

★女性活躍の推進［協働まちづくり課］
市民意識調査 :調査対象3,000人、調査期間5/27～6/12、回答率44.1％
事業所実態調査:調査対象304社、調査期間9/28～10/23、回答率36.5％
広報啓発 :広報やメローねっと等での配信など

★子育て支援の充実［すこやか子ども課、スポーツ政策課、健康づくり課］
巡回型子育て支援センター運営 :相談128件、延べ利用者5,577人、開設204日
親子うんどうあそび教室講師派遣:派遣先３団体、回数21回
放課後児童クラブの充実※1 :やまなっ子クローバークラブの開設
子育て応援アプリの推進※1 :「フッピーのぽっけ」新規登録者502件
産後ママ安心サポート事業※2 :実施期間10/1～2/28、利用者数５人

・子ども支援トータルサポート事業の充実［育ちの森］
相談延べ人数3,280人、相談実人数394人

※1地方創生推進交付金非該当 ※2地方創生臨時交付金
アイルランド・フェスティバルinふくろい



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

多文化共生を推進するための講座数［↑］
【出典:総合計画、国際課】 講座

目標値 10 13 13 14 14

12
（R1） 10

外国人市民の防火防災啓発活動の参加率［↑］
【出典:総合計画、袋井消防本部予防課】 ％

目標値 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

1.9
（R2） 1.9

障がい者の法定雇用率を達成している民間企業の割
合［↑］【出典:総合計画、しあわせ推進課】 ％

目標値 50.0 42.0 44.0 46.0 48.0

36.5
（R1） 40.4

「男女共同参画社会づくり宣言」宣言事業所の数
［↑］【出典:総合計画、協働まちづくり課】 事業所

目標値 50 52 54 56 58

50
（H30） 53

市の審議会等の女性委員の割合［↑］
【出典:総合計画、協働まちづくり課】 ％

目標値 40.0 37.5 38.1 38.7 39.3

36.3
（R1） 36.9

合計特殊出生率［↑］
【出典:総合計画、市⾧公室】 －

目標値 1.84 1.86 1.89 1.91 1.93

1.79
（H29） 1.57

袋井市が子どもを産み育てやすい環境だと感じてい
る人の割合［↑］【出典:市民意識調査】 ％

目標値 50.0 55.0 60.0 65.0 70.0

45.8
（H30） 45.5

業績指標の評価

総合評価
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TOPICS

2.5点

外国人市民の生活支援
外国人が本市で安心して暮らせるように外国人の視点で

日本の各種制度やルールなどの要点をまとめたオリエン
テーション動画を作成し、外国人を雇用する事業所での視
聴や警察署・消防本部が実施する外国人向けの講習などで
活用していきます。また、母国では発生しない地震などの
災害について理解が深まるよう、災害と防災についてイラ
ストややさしい日本語を使って表現した外国人向けの「防
災ハンドブック」などを作成した。

このほか、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により
収入が減少した留学生が学びを継続できるよう、授業料等
の支援などを実施した。

評
価
基
準

評 価
評価基準

達成度※1 総合評価※2

よくできました 目標値以上 ５点 ５ ～ 4.5点

いい調子です 目標値未満～70以上 ４点 4.4 ～ 3.5点

もうひと踏ん張り 70未満～基準値 ３点 3.4 ～ 2.5点

もっとがんばろう 基準値未満 １点 2.4 ～ ０点

※1 達成度は、目標値を100とした場合の達成度合いで評価
※2 総合評価は、業績指標の平均点で評価



第４章 戦略を支える取組

指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

製造品出荷額等（従業員４人以上）［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 億円

目標値 5,880 5,960 6,040 6,130 6,200
5,880
（H29） 6,061

観光交流客数［↑］
【出典:総合計画、産業政策課】 千人

目標値 5,075 5,100 5,125 5,150 5,175
4,753
（H30） 2,403

主要農産物産出額［↑］
【出典:総合計画、農政課】 億円

目標値 72.2 71.9 71.6 71.3 71.0
72.8

（H30） 66.0
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（１）活力みなぎる産業のあるまちづくり

３つの挑戦 重点戦略

基本目標

活
力
み
な
ぎ
る

産
業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
魅
力
に
あ
ふ
れ

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
が
す
こ
や
か
に

育
つ
ま
ち
づ
く
り

市
民
が
い
き
い
き
と
活
躍
し

健
康
長
寿
で
、
暮
ら
し
を

楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

挑戦１
「ふくろい人」
ひとづくりへの挑戦

新しい時代を生き抜く人づくり ○

社会や産業を支える人づくり ○ ○

挑戦する人を応援する土壌づくり ○ ○ ○

挑戦２
「しっかり稼ぐ」
しごとづくりへの挑戦

新たな産業と地域社会づくり ○ ○

稼げる農業づくり ○

「ふくろい」ならではの暮らしづくり ○ ○

挑戦３
「支え合い」
誰もが活躍する
まちづくりへの挑戦

人生100年時代「全世代が活躍する」まちづくり ○ ○ ○ ○

支え合う多様な仲間づくり ○ ○ ○

多様性を強みとするまちづくり ○ ○ ○

業績指標の評価

基本目標１ 活力みなぎる産業のあるまちづくり
基本目標２ 快適で魅力にあふれ、安全・安心に暮らせるまちづくり
基本目標３ 子どもがすこやかに育つまちづくり
基本目標４ 市民がいきいきと活躍し、健康⾧寿で暮らしを楽しむまちづくり

戦略を支える取組
総合戦略では、国の第２期総合戦略を勘案して基本目標を次のとおり定めています。
３つの挑戦と基本目標との対応表は以下のとおりです。



指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

お達者度（男性）［↑］
【出典:総合計画、健康づくり課】 年

目標値 17.92 17.98 18.05 18.12 18.19
17.78
（H28）

18.77
（H30）

お達者度（女性）［↑］
【出典:総合計画、健康づくり課】 年

目標値 21.34 21.41 21.49 21.57 21.65
21.18
（H28）

21.54
（H30）

市国保特定健診で糖尿病が強く疑われる人の割合
［↓］【出典:総合計画、健康づくり課】 ％

目標値 10.4 10.3 10.2 10.1 10.0
10.5

（H30） 10.5

総合健康センターでの総合相談件数［↑］
【出典:総合計画、地域包括ケア推進課】 件

目標値 4,600 4,700 4,800 4,900 5,000
3,423
（H30） 5,317

自治体加入率［↑］
【出典:総合計画、協働まちづくり課】 ％

目標値 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0
85.3
（R1） 84.5

協働まちづくりセンターの登録団体数（市民活動団
体）［↑］【出典:総合計画、協働まちづくり課】 団体

目標値 50 50 50 50 50
53

（H30） 43

「男女共同参画社会づくり宣言」宣言事業所の数
［↑］【出典:総合計画、協働まちづくり課】 事業所

目標値 50 52 54 56 58
50

（H30） 53
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（４）市民がいきいきと活躍し健康⾧寿で暮らしを楽しむまちづくり

指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

合計特殊出生率［↑］
【出典:総合計画、市⾧公室】 －

目標値 1.84 1.86 1.89 1.91 1.93
1.79

（H29） 1.57

保育所待機児童数［↓］
【出典:総合計画、すこやか子ども課】 人

目標値 0 0 0 0 0
58

（H30） 2

全国規模の学力調査で全国平均を上回る科目の割合
（小６:国語・算数、中３:国語・数学）
［↑］【出典:学校教育課】

％
目標値 50.0 80.0 80.0 100.0 100.0

－50.0
（R1） 中止

（３）子どもがすこやかに育つまちづくり

指標名 単位 基準値
（基準年） R2 R3 R4 R5 R6 達成度

地区計画などの実施面積［↑］
【出典:総合計画、都市計画課】 ha

目標値 355 370 370 370 370
308

（H30） 355

一人１日あたりの可燃ごみの排出量［↓］
【出典:総合計画、環境政策課】 g

目標値 537 530 524 517 511
543

（H30） 556

河川改修延⾧の進捗［↑］
【出典:総合計画、建設課】 m

目標値 502 625 765 855 995
258

（H30） 511.6

人身事故件数［↓］
【出典:総合計画、協働まちづくり課】 件

目標値 560 545 530 515 500
559

（R1） 446

（２）快適で魅力にあふれ安全・安心に暮らせるまちづくり



第５章 地方創生交付金等の活用状況など
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平成27年度 「地方版総合戦略の策定＆先行的な取組」

○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［消費喚起・生活支援型］
○事 業 費 ７２,６５３千円（国費１０／１０）
○交付要件 自治体の財政力指数や人口等に基づいた算定・配分
○施策の概要

地域における消費喚起策「元気はつらつクーポン券」（プレミアム付き地域商品券）の発行
発行冊数:33,000冊、発行総額:396,000千円（プレミアム率20％／66,000千円）

○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［地方創生先行型／基礎分］
○事 業 費 ４３,５０８千円（国費１０／１０）
○交付要件 自治体の財政力指数や人口等に基づいた算定・配分
○施策の概要

・「地方版総合戦略」の策定のほか、まち・ひと・しごと創生に資する先行的な事業
ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板の導入）、子育て応援アプリの開発、観光情報の多言語化、
全国メロンサミットの開催、クラウンメロンの海外輸出支援、シティプロモーションほか

第１弾 ㉖2月補正⇒㉗全額繰越 総額:116,161千円

○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［地方創生先行型／上乗せ交付（タイプⅠ）］
○事 業 費 １０,０００千円（国費１０／１０）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先駆的な取組を審査・選考
○施策の概要

・「３Days Worker’s Office構想」策定事業
「週３日程度の就労」と「一定程度の所得」を得ることができる仕組みづくり

第２弾 ㉗11月補正 総額:20,000千円

○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［地方創生先行型／上乗せ交付（タイプⅡ）］
○事 業 費 １０,０００千円（国費１０／１０）
○交付要件 地方版「総合戦略」を10月末までに策定した自治体に交付（施策の推進費）
○施策の概要

・まち・ひと・しごと創生に資する先行的な事業
ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、タブレットを活用した学習支援の社会実験
袋井商業高等学校の５年制化の推進、アクティブ育児応援プログラム
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○交付金名 地方創生加速化交付金
○事 業 費 ４０,０００千円（国費１０／１０）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先駆的な取組を審査・選考
○施策の概要

「３Days Worker’s Office構想」実装化事業
・基礎調査（㉗実施）により抽出された課題整理と制度の詳細設計、推進協議会の開催
・「仕事の切り出し」や「シフトの組み方」など好事例の実践

○交付金名 地方創生加速化交付金
○事 業 費 ４０,０００千円（国費１０／１０）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先駆的な取組を審査・選考
○施策の概要

「グローバル戦略」加速化事業
・ＴＰＰを見据えたクラウンメロンの輸出促進

新興国市場での需要喚起と販路拡大（トップセールス、海外バイヤー招聘ほか）
・ラグビーＷ杯を見据えた訪日外国人観光客のおもてなし環境整備

市民の英語力向上（英検受験助成ほか）、ふくろい版ホームステイ、シティプロモーション

第３弾 ㉗２月補正⇒㉘全額繰越 総額:80,000千円

○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／Ｈ28－30）＜第39回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ５０,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

グローカルイノベーション戦略
・交流人口増加に向けた新成⾧分野の強化

市ＰＲ動画作成・首都圏プロモーション、サテライトオフィスの実証実験 など
・オープンデータやクラウドファンディングを活用した新事業の創出

オープンデータ活用推進、クラウドファンディング推進 など
・人材育成／ＩＴ教育や観光教育の充実強化

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、ロボットプログラミング教育支援 など

第４弾 ㉘９月補正 総額:50,000千円

○交付金名 地方創生拠点整備交付金＜第41回地域再生計画認定＞
○事 業 費 １６,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

地域の縁側づくり「ENGAWAマーケット＠浅西」実施計画
・縁側づくり（事務室の増築）と土間（庇）の設置
ENGAWA（事務室）ヒトとコトの交流ゾーン／DOMA（庇）モノの交流ゾーン

・備品購入（老朽化した味噌づくり用自動発酵機等の備品更新）

平成28年度 「本格的な地方創生事業の推進」

第５弾 ㉘２月補正⇒㉙全額繰越 総額:16,000千円
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平成29年度 「地方創生事業の加速」

○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／Ｈ28－30）＜第39回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ５０,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

グローカルイノベーション戦略
・交流人口増加に向けた新成⾧分野の強化

ふくろい版ホームステイ、クラウンメロンのブランド力向上、健康アプリ作成 など
・オープンデータやクラウドファンディングを活用した新事業の創出

オープンデータ活用推進、創業支援 など
・人材育成／ＩＴ教育や観光教育の充実強化

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、市民の英語力向上 など

○事 業 名 生涯現役促進地域連携事業（１年目／Ｈ29－31）
○事 業 費 ２０,００４千円（国費１０／１０）
○交付要件 国は協議会の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

ふくろいTaskAruネットワーク（３Days Worker’s Office構想推進）事業
・高齢者の担い手づくり（職場見学会、就労体験、職能訓練の実施）
・新しい働き方・しごとづくり（需給双方による検討）
・高齢者・企業双方への普及啓発とネットワークづくり

第６弾 ㉙当初 総額:50,000千円

○交付金名 地方創生推進交付金（３年目／Ｈ29－30）＜第39回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ５０,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

グローカルイノベーション戦略
・特産物やラグビーＷ杯を契機にした誘客活動や商品造成、ＩＴ企業と連携した働き方改革の実践

ふくろい版ホームステイ、ラグビー開催に向けた機運醸成、インバウンド観光推進 など
・オープンデータやクラウドファンディングを活用した新事業の創出

オープンデータ活用推進、創業支援 など
・人材育成／ＩＴ教育や観光教育の充実強化

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、市民の英語力向上 など

第７弾 ㉙交付（国委託事業） 総額:20,004千円

平成30年度 「地方創生事業の深化」

第８弾 ㉚当初 総額:50,000千円
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○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞
○事 業 費 １３２,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「稼ぐチカラ」向上戦略
・地域資源の融合・変化による新たな価値創出と地域内の「稼ぐチカラ」強化

商店街・風鈴まつり×イルミネーション、農産物お土産開発、産業経済懇話会 など
・メガイベントを契機とした「まちの魅力」の最大化とコトづくり

ラグビーＷ杯に向けた誘客、ＩＣＴとＳＮＳを活用した魅力発信 など

○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ６７,６００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「日本一健康文化都市」実現戦略
・ウェルビーイングを実現するまちづくり

出張保健センター、ＩＣＴコミュニティ情報発信、ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ２９６１ など
・人生100年時代の暮らしを先取るひとや地域のイノベーション

特色ある地域づくり推進、未来の教室実証研究 など

第９弾 ㉚６月補正 総額:199,600千円

○事 業 名 生涯現役促進地域連携事業（２年目／Ｈ29－31）
○事 業 費 ２０,０９９千円（国費１０／１０）
○交付要件 国は協議会の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

ふくろいTaskAruネットワーク（３Days Worker’s Office構想推進）事業
・高齢者の担い手づくり（職場見学会、就労体験、職能訓練の実施）
・新しい働き方・しごとづくり（需給双方による検討）
・高齢者・企業双方への普及啓発とネットワークづくり

第10弾 ㉚交付（国委託事業） 総額:20,099千円
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平成31年度 「第１期の総仕上げと第２期総合戦略を見据えた展開」

○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞
○事 業 費 １３８,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「稼ぐチカラ」向上戦略
・地域資源の融合・変化による新たな価値創出と地域内の「稼ぐチカラ」強化

商店街・風鈴まつり×イルミネーション・ライトアップ、自動運転走行実証 など
・メガイベントを契機とした「まちの魅力」の最大化とコトづくり

ラグビーＷ杯に向けた誘客、ＩＣＴとＳＮＳを活用した魅力発信 など

○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ５７,０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「日本一健康文化都市」実現戦略
・ウェルビーイングを実現するまちづくり

出張保健センター、ＩＣＴコミュニティ情報発信、ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ２９６１ など
・人生100年時代の暮らしを先取るひとや地域のイノベーション

特色ある地域づくり推進、未来の教室実証研究 など

第11弾 ㉛当初 総額:195,000千円

○事 業 名 生涯現役促進地域連携事業（３年目／Ｈ29－31）
○事 業 費 ２０,１０８千円（国費１０／１０）
○交付要件 国は協議会の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

ふくろいTaskAruネットワーク（３Days Worker’s Office構想推進）事業
・高齢者の担い手づくり（職場見学会、就労体験、職能訓練の実施）
・新しい働き方・しごとづくり（需給双方による検討）
・高齢者・企業双方への普及啓発とネットワークづくり

第12弾 ㉛交付（国委託事業） 総額:20,108千円



33

令和２年度 「第１期総合戦略のまとめと第２期総合戦略の策定」

○交付金名 地方創生推進交付金（３年目／H30－Ｒ2）＜第47回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ９５，０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「稼ぐチカラ」向上戦略
・地域資源の融合・変化による新たな価値創出と地域内の「稼ぐチカラ」強化

夜宵プロジェクト、ミズベリング、サイクルロードレース、自動運転走行実証 など
・メガイベントを契機とした「まちの魅力」の最大化とコトづくり

ラグビーW杯関連事業、ICT・SNSを活用したシティプロモーション など

○交付金名 地方創生推進交付金（３年目／H30－Ｒ2）＜第47回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ５６，５００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「日本一健康文化都市」実現戦略
・ウェルビーイングを実現するまちづくり

出張保健センター、ＩＣＴコミュニティ情報発信、ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ２９６１ など
・人生１００年時代の暮らしを先取るひとや地域のイノベーション

特色ある地域づくり推進、未来の教室実証研究 など

第13弾 ②当初 総額:151,500千円

○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／Ｒ2－Ｒ4）＜第57回地域再生計画認定＞
○事 業 費 ３０，０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「誰もが元気で活躍できるまちづくり」戦略
・「全世代が活躍するまちづくり」への挑戦

人生100年時代の地域経営のあり方の調査研究
・支え合う多様な仲間づくりへの挑戦

ＩＣＴを活用した実証事業

第14弾 ②9月補正 総額:30,000千円

令和３年度 「地方創生の充実・強化」

○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／Ｒ2－Ｒ4）＜第57回地域再生計画認定＞
○事 業 費 １１６，０００千円（国費１／２）
○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考
○施策の概要

「誰もが元気で活躍できるまちづくり」戦略
・「全世代が活躍するまちづくり」への挑戦

人生100年時代の地域経営のあり方の調査研究、フッピー健康ポイント など
・支え合う多様な仲間づくりへの挑戦

ＩＣＴを活用した地域課題解決、地域コミュニティ情報発信 など
・多様性を強みとするまちづくりへの挑戦

まちの国際化、小中学校英語力向上、青少年指導者養成 など

第15弾 ③当初 総額:116,000千円
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輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと・創生会議

地方創生の実現に向けた取組の加速・深化を目的として、各々の専門分野から幅広く意見をいただくとともに、
政策立案に向けた議論を行うため、市内（県内）及び首都圏で幅広く活躍されている産学官の代表者らにより構
成する「ふくろい部会」・「首都圏部会」、市内金融機関等の支店⾧により構成する「金融機関支店⾧会議」を
次のとおりそれぞれ設置し、会議を開催している。

ふくろい部会 金融機関支店⾧会議

（１）地方創生会議委員名簿（R3.7末現在／順不同・敬称略）

［ふくろい部会］

所 属 役 職 氏 名 所 属 役 職 氏 名

㈱杏林堂薬局 取締役
副会⾧ 青 田 英 行 農林環境専門職大学 学⾧ 鈴 木 滋 彦

ReaLabo（料理講師、ITサ
ポート） 代表 足 立 美 和 袋井商工会議所 副会頭 豊 田 浩 子

山名学園山名幼稚園 理事⾧ 諸 井 理 恵 静岡理工科大学 総務部⾧ 久留島康仁

安間製茶 代表 安 間 孝 介 アスリートクラブ主宰 ー 岡田千詠子

袋井市観光協会 理事 大 場 和 明 静岡大学情報学部 教授 遊 橋 裕 泰

ヒンディー語講師 ー 下 田 孝 子 日本貿易振興機構浜松貿易
情報センター 所⾧ 永 盛 明 洋

［首都圏部会］

所 属 役 職 氏 名 所 属 役 職 氏 名

凸版印刷㈱ 特別相談役 足 立 直 樹 ココカラファイン㈱ 代表取締役
社⾧ 塚 本 厚 志

㈱大和総研 主席研究員 内 野 逸 勢 イービストレード㈱ 代表取締役
社⾧ 寺 井 良 治

ネオファーマジャパン㈱ 代表取締役 河 田 聡 史 ㈱大和コンピューター 代表取締役
社⾧ 中 村 憲 司

㈱三菱総合研究所 主席研究員 北 井 渉 楽天損害保険㈱ 常務執行
役員 幡 鎌 大 介

㈱JTB 人財開発
部⾧ 鈴 木 良 照 ㈱コクーン 代表取締役 松 本 朋 丈

［金融機関支店⾧会議］

首都圏部会

静岡銀行 スルガ銀行 清水銀行 静岡県労働金庫 浜松磐田信用金庫

島田掛川信用金庫 遠州中央農業協同組合 日本政策金融公庫
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（２）地方創生会議開催状況
［ふくろい部会（委員:６人【～Ｈ30】、10人【Ｒ元～】）］

№ 開催日 場 所 内 容

１ H27.５.19（火） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」の方向性について

２ H27.７.21（火） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」について①人口ビジョン（素案）②政策パッケージ（骨子案）

３ H28.６.29（月） 袋井市役所 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換、企業版ふるさと納税

４ H29.６.28（水） 袋井市役所 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換

５ H30.６.27（水） 袋井市役所 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換

６ R元.7.８（月） 袋井市役所 地方創生事業評価、第１期総合戦略の総括、第２期総合戦略策定に向けた意見交換

７ R2.2.13（木） 袋井市役所 第２期総合戦略素案について、意見交換

８ R２.７.６（月） 袋井新産業会館 地方創生事業評価、アフターコロナの経済社会に向けた成⾧戦略について意見交換

［首都圏部会（委員:10人）］

№ 開催日 場 所 内 容

１ H27.５.12（火） 都市センターホテル 袋井版「総合戦略」の方向性について

２ H27.７.31（金） 都市センターホテル 袋井版「総合戦略」について①人口ビジョン（素案）②政策パッケージ（骨子案）

３ H28.７.３（月） 都市センターホテル 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換、企業版ふるさと納税

４ H29.７.３（月） 都市センターホテル 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換

５ H30.７.３（火） 都市センターホテル 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換

６ R元.７.1（月） 都市センターホテル 地方創生事業評価、第１期総合戦略の総括、第２期総合戦略策定に向けた意見交換

７ R２.2.12（水） NIPPON GALLERY 第２期総合戦略素案について、意見交換

令和２年度は新型コロナ感染拡大の影響により個別に意見聴取

［金融機関支店⾧会議（委員:８人）］

№ 開催日 場 所 内 容

１ H27.５.26（火） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」策定方針について

２ H27.７.29（水） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」について①人口ビジョン（素案）②政策パッケージ（骨子案）

３ H27.10.20（金） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」について①人口ビジョン②総合戦略／政策パッケージ

４ H28.３.２（水） 袋井市役所 地域内の就労に関する需要供給調査について（調査依頼）

５ H28.７.22（金） 袋井市役所 地域内の就労に関する需要供給調査について

６ H29.２.15（水） 袋井市役所 平成29年度当初予算の概要について,３Days Worker’s Office構想について

７ H29.11.１（水） 袋井市役所 平成28年度地方創生取組結果の概要政策立案に向けた意見交換

８ H30.８.23（木） 袋井市総合センター 平成29年度地方創生取組結果及び平成30年度取組の概要政策立案に向けた意見交換

９ R元.７.17（水） 袋井市役所 地方創生事業評価、第１期総合戦略の総括、第２期総合戦略策定に向けた意見交換

10 R２.３.２（月） 袋井市総合センター 第２期総合戦略素案について、意見交換

11 R２.７.15（火） 袋井市役所 地方創生事業評価、アフターコロナの経済社会に向けた成⾧戦略について意見交換、
地方創生の推進に係る連携協定について
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地方創生の実現に向けた「政策勉強会」

地方創生の実現に向け、時代をリードする新技術や価値観などに携わる有識者を招聘し、知識を深めるととも
に、政策立案につなげていくことを目的として、市⾧をはじめ、庁内幹部職員及び市議会、商工会議所等関係団
体を対象とした「政策勉強会」を開催している。

№ 開催日 場 所 内 容

１ H27.12.19（土） エコパ
スタジアム

ラグビーワールドカップの魅力について
［講師］ラグビーワールドカップ2019組織委員会

事業部⾧ 伊 達 亮 氏
メガスポーツイベントを契機とした新たなまちづくり
［講師］ＥＹ総合研究所㈱

未来社会・産業研究部⾧ 小 川 高 志 氏

２ H28.１.21（木） 袋井市役所
労働市場の今後と政策課題 ～高齢者就労の実態～
［講師］㈱リクルートワークス研究所

主任研究員 戸 田 淳 仁 氏

３ H28.２.18（木） 袋井市役所

ホームステイ × まちの国際化
～我が家は、ときどきインターナショナル～
［講師］Homestay in Japan／㈱ネクステージ

代表取締役 竹 島 千 歳 氏

４ H28.11.９（水） 袋井市役所
ＩＣＴまちづくりの近況と今後の展望について
［講師］東京大学大学院情報学環

教授 須 藤 修 氏

５ H29.９.１（金） 袋井市役所
シェアリングエコノミーをめぐる近況と今後の展望について
［講師］（一社）シェアリングエコノミー協会

内閣官房シェアリングエコノミー伝道師 積 田 有 平 氏

６ H30.12.25（火） 袋井市役所

変化の激しい時代を生きる子ども達のこれからの教育とは
[講師]小金井市立前原小学校校⾧ 松田孝氏、

Google Japan Google for Education
マーケティング統括部⾧ スチュアート・ミラー氏

７ H31.3.15（金） 袋井市役所 地域所得力調査の結果から見る袋井の現状と課題
[講師]（一財）静岡経済研究所調査研究部⾧ 山田慎也氏

８ R元.６.25（火） 袋井市役所 塩尻市に見る産学官民による地域ＩＣＴの推進
[講師] 総務省地域情報化アドバイザー 金子春雄氏

９ R元.12.17（火） 袋井市役所 データから見る袋井市の地域経済の実態について
[講師] ㈱価値総合研究所 主席研究員 山崎 清氏
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金融機関との連携強化／地方創生の推進に係る連携協定

地方創生の実現に向け、各々の強みを活かした特色ある連携や取組を展開するため、次のとおり個別に「取組
テーマ」を設定し、連携協定を締結した。

№ 金融機関名 調印日 取組テーマ

１ 磐田信用金庫 H27.９.７ 「農業」と「食」に関すること
（例）新規就農者等の創業支援

２ 静岡銀行 H28.１.19
「健康」をキーワードにした施策連携
（例）産業×健康づくりほか

３ 浜松信用金庫 H28.１.21
アウトバウンド戦略とインバウンド戦略
（例）農産物の海外輸出と観光PR

４ 掛川信用金庫 H28.２.15
潜在的な労働力の発掘
（例）女性の活躍などの創業支援

５ 遠州中央農業協同組合 H28.２.18
競争力のある商品づくり
（例）ふるさと納税返礼品の充実

６ スルガ銀行 H28.３.14
まちの賑わいづくり
（例）空き店舗の利活用

７ 静岡県労働金庫 H28.３.17
若者〔勤労者〕の定住促進
（例）住まい方など将来設計への助言

８ 清水銀行 H28.３.25
地域を担う人材育成の推進
（例）実践的な金融経済教育の普及

（１）連携協定の状況

（２）金融機関との連携による取組事例
■共通事項（全ての金融機関が参画）
・地域内就労需要供給実態調査
・金融機関支店⾧会議

民間企業との連携強化／地方創生の推進に係る連携協定

№ 企業名 調印日 取組テーマ

１ 凸版印刷㈱ Ｒ３.１.29 ＩＣＴの推進、市民サービスの向上、地域の産業振興・中小企業の支援、
地域づくり・地域活性化 など

外部人材の登用

№ 分 野 氏 名 役 職 派遣元 任 期

１ ICT 山 本 明 央 理事 総務省 H31.4～R3.7

２ デジタル 鈴 木 一 生 専門官 ㈱NTTドコモ R2.4～

３ ICT教育 柏 萌 菜 美 専門官 凸版印刷㈱ R3.4～

４ シティプロモーション 神 谷 高 宏 専門官 ㈱JTB R3.4～

■個別事項
・磐田信用金庫 特産品ＰＲイベント仲介（山口県宇部市）
・静岡銀行 地方創生特設PRブース設置（袋井支店）
・浜松信用金庫 クラウンメロンのタイ輸出支援

クラウドファンディング推進
・遠州中央農業協同組合 農協祭での健康づくりＰＲ
・スルガ銀行 法多山門前再興プロジェクト
・静岡県労働金庫 ろうきん遠友会住宅フェスティバルでの定住ＰＲ
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第６章 参考資料［やらまいか通信（抜粋）］

全 体 地方創生会議ほか
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挑戦２ 「しっかり稼ぐ」しごとづくりへの挑戦

挑戦１ 「ふくろい人」ひとづくりへの挑戦
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第６章 参考資料［やらまいか通信（抜粋）］

挑戦３ 「支え合い」誰もが活躍するまちづくりへの挑戦
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memo



［発行］袋井市総合戦略課


